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「危機の伝播メカニズム  
                     ―世界経済のつながりを考える―」 
 話し手：新開 潤一 (経済学部  経済学科  講師) 

      

SGU Lunch Time Talkとは 

 2007-08年に発生した米国のサブプライムローン問題は、世界経済に深刻な景気後退をも
たらしました（世界金融危機）。日本も例外ではなく、経済成長率が大幅に低下して多くの
人が職を失いました。米国の危機は、主に2つの経路を通じて世界全体に波及しています。
日本や東アジアには外国への輸出が減少するという貿易経路を通じて、欧州には金融機関の
バランスシート悪化により国内信用が収縮するという金融経路を通じて波及しました。 
危機波及の背景には、1990年代以降、経済のグローバル化が進展することで、世界経済の
結びつきが強くなったことが要因として挙げられます。たとえば、企業は従来のように自国
内で製品を製造して輸出するのではなく、海外工場を建設して部品製造や組み立てを行い、
そこから世界各国へ輸出しています。さらに国際金融取引の規制が緩和されることで、金融
機関は海外銀行への貸し付けや海外金融資産の保有を積極的に推し進めました。その結果、
ある国の問題が他国にまで影響するほど各国経済の相互依存が強まりました。 
今回のランチトークでは、危機の伝播メカニズムを解説しながら、世界経済がどのようにつ
ながっているのかを語りたいと思います。みなさん、是非ご参加下さい。 

 SGU Lunch Time Talkとは、札幌学院大学Collaboration Centerのエントランス（C館2階）にて開催する教職員が伝えたいトピックを
話す企画です。ここで扱われるテーマは、教員の研究テーマはもちろんですが、研究から派生したトピックや、教職員が関心を持って取り
組んでいること、学生に是非伝えたいこと、など多様なテーマを取り上げます。 
 「他の学科にどんな研究を行っている先生がいるのか」、「自分の所属する学科をこえて、興味や関心を広げたい」と感じている学生、
「札幌学院大学にはどんなことを研究している教員がいるのか」という地域の方々は、是非ご参加ください。 
 ランチタイムですので、軽食をとりながらの参加でも構いません。 


